





































【 緒 言 】  
 先 端 巨 大 症 は 成 長 ホ ル モ ン ( G H ) 産 生 下 垂
体 腺 腫 に よ る 慢 性 的 な G H の 過 剰 分 泌 が 原 因
で 発 症 し 、 G H の 成 長 促 進 作 用 を 媒 介 す る イ
ン ス リ ン 様 増 殖 因 子 Ⅰ （ I n s u l i n - l i k e  g r o w t h  
f a c t o r - Ⅰ ； I G F - Ⅰ ) の 血 中 レ ベ ル が 上 昇 す る
こ と で 、 四 肢 末 端 の 肥 大 、 特 徴 的 な 顔 貌 と し
て 額 や 下 顎 の 突 出 、 眉 間 の 突 出 、 鼻 や 唇 の 肥
大 な ど の 変 化 を 引 き 起 こ す 1 , 2 ） 。 さ ら に 先 端
巨 大 症 は 糖 尿 病 な ど の 代 謝 異 常 ， 心 肥 大 や 慢
性 呼 吸 不 全 な ど の 循 環 器 ・ 呼 吸 器 疾 患 、 悪 性
腫 瘍 誘 発 な ど を 合 併 す る 3 ) 。 適 切 な 治 療 が 行
わ れ な い 場 合 、 健 常 人 と 比 較 し て 2 ～ 3 倍 の
死 亡 率 を 示 し 、 約 1 0 年 寿 命 が 短 縮 す る と 報
告 さ れ て い る 3 ) 。 臨 床 症 状 の 重 症 度 は G H 及
び I G F - Ⅰ の 血 中 レ ベ ル 、 腫 瘍 の 大 き さ 、 発 症
か ら 診 断 ま で の 時 間 に 依 存 し 、 早 期 診 断 に よ
る 下 垂 体 腺 腫 の 早 期 治 療 が 極 め て 重 要 で あ る
4 ） 。 し か し な が ら 、 多 彩 な 臨 床 症 状 に よ り 受
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診 す る 診 療 科 は 様 々 で あ り 、 本 疾 患 は 見 過 ご
さ れ た ま ま 症 状 に 対 す る 治 療 を 漫 然 と 行 わ れ
る こ と も 多 く 、 発 症 か ら 診 断 ま で の 期 間 は 平
均 1 0 ～ 1 1 年 と 非 常 に 長 い こ と が 知 ら れ て い
る 4 ） 。  
先 端 巨 大 症 患 者 の 顎 口 腔 領 域 に お け る 特 徴
的 変 化 と し て 下 顎 前 突 が あ げ ら れ 、 先 端 巨 大
症 患 者 が 咬 合 不 全 を 主 訴 に 歯 科 を 受 診 す る こ
と が あ る 5 ） 。 こ れ ま で の 先 端 巨 大 症 患 者 と 健
常 者 を 比 較 し た 過 去 の 報 告 6 , 7 ） で は 、 顔 面 高
の 増 加 、 下 顎 枝 の 延 長 、 下 顎 角 の 開 大 が み ら
れ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 し か し な が
ら 、 先 端 巨 大 症 に お け る 反 対 咬 合 と 通 常 の 骨
格 性 反 対 咬 合 と の 顎 顔 面 領 域 の 骨 格 の 違 い に
つ い て 詳 細 に 検 討 し た 報 告 は み あ た ら な い 。
そ こ で 本 研 究 で は 、 先 端 巨 大 症 患 者 と 骨 格 性
反 対 咬 合 患 者 と の 鑑 別 の 一 助 と な る 骨 格 的 な
違 い を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に 、 一 般 的 な
矯 正 歯 科 治 療 に て 広 く 使 用 さ れ て い る 側 面 頭
部 エ ッ ク ス 線 規 格 写 真 （ セ フ ァ ロ グ ラ ム ） を
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用 い て 先 端 巨 大 症 群 と C l a s s Ⅰ ・ Ⅲ 不 正 咬 合
患 者 の 骨 格 的 形 態 の 比 較 検 討 を 行 っ た 。  
 
【 対 象 お よ び 方 法 】  
本 研 究 は 東 北 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 研 究 倫
理 委 員 会 の 承 認 （ N o . 2 0 1 8 - 3 - 3 7 ） が 得 ら れ た
プ ロ ト コ ー ル に 基 づ い て 行 っ た 。 臨 床 で 使 用
し た 検 査 結 果 の み を 用 い て 後 方 視 的 に 検 討 を
行 う こ と か ら 、 研 究 対 象 者 か ら の イ ン フ ォ ー
ム ド ・ コ ン セ ン ト の 代 わ り に 、 研 究 目 的 を 含
む 研 究 実 施 に つ い て 東 北 大 学 大 学 院 歯 学 研 究
科 ホ ー ム ペ ー ジ に 情 報 公 開 を 行 う オ プ ト ア ウ
ト に よ り 承 認 を 得 た 。  
 
1 .  対 象  
対 象 は 1 9 9 9 年 4 月 ～ 2 0 0 7 年 1 0 月 の 期 間
に 東 北 大 学 病 院 脳 神 経 外 科 に て 先 端 巨 大 症 の
診 断 を 受 け 、 東 北 大 学 病 院 口 腔 診 断 科 に て 顎
顔 面 領 域 の 精 査 の た め セ フ ァ ロ グ ラ ム を 撮 影
し た 3 7 名 ( 1 3 ～ 7 2 歳 、 平 均 年 齢 4 7 . 1 歳 、 男
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性 1 7 名 、 女 性 2 0 名 ) と し た ( 先 端 巨 大 症 群 ＝
A c r o 群 ) 。 ま た 、 対 照 群 と し て 先 端 巨 大 症 群
と 同 じ 期 間 に 東 北 大 学 病 院 矯 正 歯 科 に て 不 正
咬 合 の 治 療 の た め に セ フ ァ ロ グ ラ ム を 撮 影 し
た 患 者 の う ち 、 平 均 年 齢 を 先 端 巨 大 症 群 と 可
及 的 に 揃 え る た め に 3 0 歳 以 上 の 患 者 か ら
C l a s s Ⅰ 不 正 咬 合 患 者 3 7 名 ( C Ⅰ 群 ： 3 0 ～ 6 5 歳 、
平 均 年 齢 4 0 . 2 歳 、 男 性 1 1 名 、 女 性 2 6 名 ) 、
C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 患 者 3 7 名 ( C Ⅲ 群 ： 3 0 ～ 5 9 歳 、
平 均 年 齢 3 6 . 3 歳 、 男 性 1 3 名 、 女 性 2 4 名 ) を
無 作 為 に 抽 出 し た 。  
 
2 .  セ フ ァ ロ グ ラ ム 撮 影  
 頭 部 固 定 装 置 の イ ヤ ー ロ ッ ド を 外 耳 孔 に
挿 入 し 、 フ ラ ン ク フ ル ト 平 面 と 床 面 を 平 行 に
し て 頭 部 を 固 定 し た 。 側 面 の 規 格 撮 影 （ セ フ
ァ ロ グ ラ ム ）を 、被 写 体 ― 焦 点 間 距 離 を 1 5 0 c m 、
被 写 体 ― フ ィ ル ム 間 距 離 を 1 5 c m 、 管 電 圧 を
8 0 k V 、 管 電 流 を 8 0 m A 、 撮 影 時 間 を 0 . 1 s e c と




3 .  セ フ ァ ロ グ ラ ム 分 析  
セ フ ァ ロ グ ラ ム は サ ン ド マ ッ ト 加 工 ジ ア ゾ
フ ィ ル ム（ ダ イ ヤ マ ッ ト ス ー パ ー 、さ い た ま 、
K I M O T O ） を 使 用 し て ト レ ー ス を 行 い 、 日 本 矯
正 歯 科 学 会 認 定 医 に よ り ト レ ー ス の 妥 当 性 を
確 認 し た 。 セ フ ァ ロ グ ラ ム 分 析 は ト レ ー ス を
イ メ ー ジ ス キ ャ ナ ー で 2 0 0  d p i の 解 像 度 で 取
り 込 み 、 セ フ ァ ロ 分 析 / 画 像 管 理 ソ フ ト  
W i n C e p h ( ラ イ ズ 株 式 会 社 、 仙 台 、 日 本 ) を 用 い
て 行 っ た 。 使 用 す る 計 測 点 、 基 準 平 面 、 計 測
平 面 は 以 下 を 用 い た 。  
 
＜ 計 測 点 ＞ ( 図 1 a )  
S e l l a  t u r c i c a （ S ）： ト ル コ 鞍 の 中 心  
S ” ： S の F H 平 面 へ の 投 影 点  
N a s i o n （ N ）： 鼻 前 頭 縫 合 の 前 方 限 界 点  
N ” ： N の F H 平 面 へ の 投 影 点  
O r b i t a l e （ O r ）： 眼 窩 最 下 点  




P o s t e r i o r  N a s a l  S p i n e ( P N S ) ： 後 鼻 棘 最 後
方 点  
A 点 ( A ）： 前 鼻 棘 と 上 顎 歯 槽 縁 間 の 正 中 矢 状  
断 面 上 の 最 深 点  
 A ’ ： A の 口 蓋 平 面 （ P P ） へ の 投 影 点  
U p p e r  1 ( U 1 ) ： 上 顎 中 切 歯 切 縁  
U p p e r  1  r o o t ( U 1 R ) ： 上 顎 中 切 歯 根 尖  
L o w e r  1 ( L 1 ) ： 下 顎 中 切 歯 切 縁  
L o w e r  1  r o o t ( L 1 R ) ： 下 顎 中 切 歯 根 尖  
B 点 ( B ）： 下 顎 結 合 部 の 前 縁 と 下 歯 槽 縁 間 の
正 中 矢 状 断 面 上 の 最 深 点  
B ’ ： B 点 の P P へ の 投 影 点  
B ” ： B 点 の M p （ 下 顎 下 縁 平 面 ） へ の 投 影 点  
P o g o n i o n ( P o g ）： 下 顎 結 合 部 最 突 出 点  
G n a t h i o n ( G n ）： 顔 面 平 面 と 下 顎 下 縁 平 面 の
な す 角 の 二 等 分 線 が 下 顎 結
合 部 で 交 わ る 点  
M e n t o n ( M e )： 下 顎 結 合 部 の 正 中 矢 状 断 面 上
の 最 下 方 点  
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G o n i o n ( G o ）： 下 顎 下 縁 平 面 と 下 顎 枝 後 縁 平
面 の な す 角 の 二 等 分 線 が 下 顎
角 部 と 交 わ る 点  
A r t i c u l a r e ( A r ）： 下 顎 枝 後 縁 と 後 頭 骨 基 底
部 下 縁 の 交 点  
P o r i o n ( P o ）： 骨 外 耳 道 上 縁 点  
B a s i o n ( B a ）： 後 頭 骨 の 大 後 頭 孔 を 形 成 す る
部 分 の 前 下 縁  
P t e r y g o m a x i l l a r y  f i s s u r e ( P t m ）： 翼 口 蓋 窩
最 下 点  
P t m ’ ： P t m の P P へ の 投 影 点  
P t m ” ： P t m の F H 平 面 へ の 投 影 点  
U p p e r  M o l a r ( U M o ) ： 上 顎 第 一 大 臼 歯 咬 合 面
中 央 点  
L o w e r  M o l a r ( L M o ) ： 下 顎 第 一 大 臼 歯 咬 合 面
中 央 点  
A B R ： 咬 合 平 面 と 下 顎 枝 前 縁 の 交 点  
A B R ’ ： A B R の M p へ の 投 影 点  
＜ 基 準 平 面 ＞ （ 図 1 b ）  
①  S N 平 面  
 
8 
②  フ ラ ン ク フ ル ト 平 面 （ F H 平 面 ）： O r - P o  
平 面  
＜ 計 測 平 面 ＞ （ 図 1 b ）  
③  顔 面 平 面 ： N - P o g  
④  口 蓋 平 面 （ P a l a t a l  P l a n e ,  P P ） : A N S - P N S  
⑤  咬 合 平 面 ： U 1 - L 1 の 中 点 と U M o - L M o の
中 点 と を 結 ぶ 直 線  
⑥  下 顎 下 縁 平 面 （ M p ）： M e か ら 下 顎 下 縁  
へ 引 い た 接 線  
⑦  下 顎 後 縁 平 面 （ R p ）： A r か ら 下 顎 枝 後 縁  
へ 引 い た 接 線  
 
1 ） 顎 ・ 顔 面 形 態 の 距 離 ・ 角 度 計 測  
矯 正 歯 科 治 療 に お い て 、 顎 顔 面 骨 の 評 価 と
し て 使 用 さ れ る セ フ ァ ロ 分 析 お よ び フ ェ イ シ
ャ ル ・ プ ロ フ ィ ロ グ ラ ム 解 析 と 同 様 に 行 っ た 。
距 離 計 測 、 角 度 計 測 は 、 三 戸 ら 8 ) の 方 法 を 参
考 に L i n e a r  阪 大 ・ A n g u l a r  阪 大 を 用 い 、 以




＜ 距 離 計 測 ( L i n e a r  阪 大 ) ＞ （ 図 2 a 、 2 b ）  
①  S - N ： S 、 N 間 距 離 ＜ 前 頭 蓋 底 長 ＞  
②  S ” - A r ” ： S と A r の F H 平 面 へ の 投 影 距  
      離  
③  S ” - P t m ” ： S と P t m の F H 平 面 へ の 投 影  
距 離  
④  P t m ” - N ” ： P t m 、 N の F H 平 面 へ の 投 影 距  
      離  
⑤  N - M e ： N 、 M e 間 距 離 ＜ 全 顔 面 高 ＞  
⑥  N - P P ： N か ら P P へ の 垂 線 距 離 ＜ 前 上 顔
面 高 ＞  
⑦  M e - P P： M e か ら P P へ の 垂 線 距 離 ＜ 前 下  
顔 面 高 ＞  
⑧  S - P P ： S か ら P P へ の 垂 線 距 離 ＜ 後 上 顔  
面 高 ＞  
⑨  G o - P P ： G o か ら P P へ の 垂 線 距 離 ＜ 後 下  
顔 面 高 ＞  
⑩  A ' - P t m ' ： A 、 P t m の P P へ の 投 影 距 離 ＜  
上 顎 骨 前 後 径 ＞  
⑪  P t m ’ - A N S ’ ： P t m 、 A N S の P P へ の 投 影  
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距 離  
⑫  G o - M e ： G o 、 M e 間 距 離 ＜ 下 顎 骨 体 長 ＞  
⑬  A r - G o ： A r 、 G o 間 距 離 ＜ 下 顎 枝 高 ＞  
⑭  A r - M e ： A r 、 M e 間 距 離 ＜ 下 顎 総 長 ＞  
⑮  A B R ’ - B ” ： A B R 、 B の M p へ の 投 影 距 離  
⑯  A ’ - B ’ ： A 、 B の P P へ の 投 影 距 離  
⑰  U 1 - P P ： U 1 か ら P P へ の 垂 線 距 離  
⑱  L 1 - M p ： L 1 か ら M p へ の 垂 線 距 離   
＜ 角 度 計 測 ( A n g u l a r  阪 大 ) ＞ （ 図 3 a 、 3 b ）  
①  N - S - B a ： 直 線 N - S と 直 線 S - B a の な す 角
＜ 頭 蓋 底 角 ＞  
②  N - S - A r ： 直 線 N - S と 直 線 S - A r の な す 角  
③  F H  t o  S N ( F H / S N ) ： F H 平 面 と S N 平 面
の な す 角  
④  S - N - P ： 直 線 S - N と 直 線 N - P o g （ 顔 面 平  
面 ） の な す 角  
⑤  F a c i a l  A ： F H 平 面 と 顔 面 平 面 の な す 角  
⑥  N - S - G n ： 直 線 N - S と 直 線 S - G n の な す  
角  
⑦  Y  a x i s ： F H 平 面 と 直 線 S - G n の な す 角  
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⑧  S - N - A ： 直 線 S - N と 直 線 N - A の な す 角  
＜ 上 顎 骨 前 後 的 位 置 ＞  
⑨  P P  t o  S N ( P P / S N ) ： P P と 直 線 S N の な す  
角  
⑩  P P  t o  F H ( P P / F H ) ： P P と F H 平 面 の な  
す 角  
⑪  S - N - B ： 直 線 S - N と 直 線 N - B の な す 角
＜ 下 顎 骨 前 後 的 位 置 ＞  
⑫  M p  t o  S N ( M p / S N ) ： M p と S N の な す 角  
⑬  M p  t o  F H ( M p / F H 、 F M A ) ： M p と F H 平  
面 の な す 角  
⑭  G o  A （ G o n i a l  a n g l e ）： M p と R p の な す  
角  
⑮  R p  t o  S N ( R p / S N ) ： R p と 直 線 S N の な す  
角  
⑯  R p  t o  F H ( R p / F H ) ： R p と F H 平 面 の な す  
角  
⑰  A - N - B ： S - N - A か ら S - N - B を 引 い た 値  
＜ 上 顎 突 出 度 ＞  




⑲  S N  t o  A B ( S N / A B ) ： 直 線 S - N と 直 線 A -  
B の な す 角  
⑳  P P  t o  M p ( P P / M p ) ： P P と M p の な す 角  
㉑  U 1  t o  S N ( U 1 / S N ) ： 直 線 S - N と 直 線 U 1 -
U 1 R の な す 角 ＜ S N
平 面 に 対 す る 上 顎
中 切 歯 歯 軸 傾 斜 角
＞  
㉒  U 1  t o  F H ( U 1 / F H ) ： F H 平 面 と 直 線 U 1 -
U 1 R の な す 角 ＜ F H
平 面 に 対 す る 上 顎
中 切 歯 歯 軸 傾 斜 角
＞  
㉓  L 1  t o  F H ( L 1 / F H 、 F M I A ) ： F H 平 面 と 直
線 L 1 - L 1 R
の な す 角 ＜
F H 平 面 に 対
す る 下 顎 中
切 歯 歯 軸 傾
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斜 角 ＞  
㉔  L 1  t o  M p ( L 1 / M p 、 I M P A )： M p と 直 線 L 1 -
L 1 R の な す 角
＜ 下 顎 下 縁 平
面 に 対 す る 下
顎 中 切 歯 歯 軸
傾 斜 角 ＞  
 
2 ） 顎 ・ 顔 面 形 態 の 重 ね 合 わ せ  
各 群 の 全 症 例 で 計 測 点 S 、 N 、 O r 、 A N S 、
A 、 U 1 、 U 1 R 、 U M o 、 L 1 、 L 1 R 、 B 、 P o g 、
M e 、 G o 、 A r 、 B a の セ フ ァ ロ 分 析 / 画 像 管 理
ソ フ ト W i n C e p h ( ラ イ ズ 株 式 会 社 、 仙 台 、 日
本 ) 上 で の X 軸 ・ Y 軸 座 標 を 数 値 と し て 抽 出
し た 。 群 ご と に 各 座 標 の 平 均 値 を 算 出 し  
、 平 均 点 を 結 ん だ 多 角 形 （ フ ェ イ シ ャ ル ・
プ ロ フ ィ ロ グ ラ ム ） を 作 成 し 、 S 点 を 原 点 と
し て 重 ね 合 わ せ に よ る 比 較 を 行 っ た 。  
 
4 . 頭 蓋 冠 の 骨 厚 さ 計 測  
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頭 蓋 冠 の 骨 厚 さ 計 測 は 、 側 面 セ フ ァ ロ グ ラ
ム を 用 い 、 A x e l s s o n ら 9 ) の 方 法 を 参 考 に 計 測
し た 。 頭 蓋 冠 の 中 心 と し て 、 N 点 を 通 り F H 平
面 と 平 行 な 基 準 線 を 設 定 し 、 こ の 基 準 線 上 の
頭 蓋 冠 前 後 径 の 中 点 を 基 準 点 と し た （ 図 4 ) 。
基 準 線 か ら 1 5 ° 毎 に 基 準 点 か ら 頭 蓋 冠 ま で 線
を 引 き 、 こ の 線 上 の 頭 蓋 骨 内 板 と 外 板 の 距 離
を 頭 蓋 骨 の 厚 さ と し た 。 冠 状 縫 合 ( B r ) と ラ ム
ダ 縫 合 ( L ) を 境 界 と し て 、 基 準 線 ～ B r を 前 頭
骨 、 B r ～ L 間 を 頭 頂 骨 、 L よ り 後 下 方 を 後 頭
骨 と し 、 各 領 域 の 計 測 値 の 平 均 を 算 出 し た 。  
 
5 . 後 頭 骨 突 出 度 、 後 頭 骨 最 肥 厚 部 幅 、 前 頭 洞
計 測  
後 頭 骨 の 突 出 度 と 最 肥 厚 部 の 厚 さ は 、 側 面
セ フ ァ ロ グ ラ ム を 用 い 、 A x e l s s o n ら 9 ) と
A r n t s e n ら 1 0 ) の 方 法 を 参 考 に 計 測 し た 。 L と
B a を 結 ん だ 基 準 線 を 設 定 し 、 そ の 中 点 か ら の
垂 線 と 後 頭 骨 外 板 と の 距 離 を 、 後 頭 骨 突 出 度
と し た （ 図 5 - ① ）。 基 準 線 か ら の 垂 線 上 で 後
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頭 骨 内 板 と 外 板 間 距 離 が 最 大 の 値 を 後 頭 骨 最
肥 厚 部 の 厚 さ ( 図 5 - ② ) と し た 。  
前 頭 洞 の 計 測 は 、 側 面 セ フ ァ ロ グ ラ ム を 用
い 、T e h r a n c h i ら 1 1 ) の 方 法 と 同 様 に 計 測 し た 。
前 頭 洞 高 さ （ 図 5 - ③ ） は 、 F H 平 面 と 平 行 に 前
頭 洞 の 最 上 点 と 最 下 点 と の 接 線 を 引 き そ の 接
線 間 距 離 と し た 。 前 頭 洞 の 前 後 径 （ 図 5 - ④ ）
は F H 平 面 と 垂 直 に 前 頭 洞 の 最 前 部 と 最 後 部
と の 接 線 を 引 き そ の 接 線 間 距 離 と し た 。 さ ら
に 、 側 面 セ フ ァ ロ グ ラ ム に お け る 前 頭 洞 高 さ
と 前 後 径 か ら F r o n t a l  s i n u s  i n d e x （ 前 頭 洞 高
さ / 前 頭 洞 前 後 径 ） を 求 め た 1 2 ） 。  
 
6 . ト ル コ 鞍 計 測  
ト ル コ 鞍 計 測 は 、 側 面 セ フ ァ ロ グ ラ ム を 用
い 、 A x e l s s o n ら 1 3 ） と K a s h i o ら 1 4 ） の 方 法 を
参 考 に 計 測 し た 。 下 垂 体 窩 前 縁 か ら 後 床 突 起
の 距 離 （ 図 6 - ① ）、 前 床 突 起 か ら 後 床 突 起 の
距 離 （ 図 6 - ② ）、 ト ル コ 鞍 の 深 さ （ 図 6 - ③ ）、




7 . 測 定 誤 差 の 検 討  
計 測 値 の 測 定 誤 差 を 評 価 す る た め 、 本 研 究
で 用 い た 資 料 の 中 か ら セ フ ァ ロ グ ラ ム 1 0 枚
を 無 作 為 に 抽 出 し 、 同 一 評 価 者 に よ り ト レ ー
ス お よ び 計 測 を 1 0 日 間 の 間 隔 を あ け て 2 回
行 っ た 。 測 定 誤 差 は 、 D a h l b e r g ’ s の 公 式  、 計
測 誤 差 （ S E ） ＝ √ Σ d ² / 2 n  （ n ＝ 1 0 、 d ＝ 計 測
値 の 差 ） を 用 い て 求 め た 。  
 
8 . 統 計 処 理  
統 計 分 析 は 、 デ ー タ 分 析 プ ロ グ ラ ム
J M P ( S A S  I n s t i t u t e  I n c . 、 東 京 、 日 本 ) を 使 用
し 、 各 計 測 値 の A c r o 群 、 C Ⅰ ・ Ⅲ 群 の 3 群 間
で 多 重 比 較 検 定 （ S t e e l - D w a s s 検 定 ） に よ る 群
間 比 較 を 行 っ た 。  
更 に 、 A c r o 群 と C Ⅲ 群 の 間 で 有 意 差 の み ら
れ た 項 目 に つ い て は r e c e i v e r  o p e r a t i n g  
c h a r a c t e r i s t i c （ R O C ） 曲 線 検 定 を 行 い 、 a r e a  
u n d e r  t h e  c u r v e （ A U C ） お よ び 最 適 な カ ッ ト
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オ フ 値 を 算 出 し 、 カ ッ ト オ フ 値 を 用 い た 場 合
の A c r o 群 と C Ⅲ 群 の 診 断 精 度 を 求 め た 。  
 
【 結 果 】  
 
1 .  顎 顔 面 形 態 の 距 離 ・ 角 度 計 測  
計 測 誤 差 で 最 も 大 き な 値 は 、 距 離 計 測 で
0 . 4 1 m m 、 角 度 計 測 で 0 . 5 7 ° で あ っ た 。  
a .  先 端 巨 大 症 群 と 各 不 正 咬 合 群 間 の 比 較 （ 表
1 、 2 、 図 7 ）  
フ ェ イ シ ャ ル ・ プ ロ フ ィ ロ グ ラ ム の 重 ね 合
わ せ で A c r o 群 は 他 の 不 正 咬 合 群 と 比 べ て 下
顎 枝 高 が 大 き い こ と 、 上 顎 骨 前 後 径 の 過 長 が
示 さ れ た 。 A c r o 群 の 下 顎 骨 体 長 は C Ⅲ 群 と 同
程 度 で あ る が 、 下 顎 中 切 歯 の 歯 軸 角 度 が C Ⅲ
群 と 異 な る こ と が 示 さ れ た 。（ 図 ７ ）  
距 離 計 測 に お い て 、 S - N （ A c r o 群  v s  C Ⅰ ・
C Ⅲ 群 ： P ＜ 0 . 0 0 1 ） 、 N - P P （ A c r o 群  v s  C
Ⅰ : P < 0 . 0 1 、 A c r o 群  v s C Ⅲ 群 ： P ＜ 0 . 0 5 、）、 G o -
P P （ A c r o 群  v s  C Ⅰ ・ Ⅲ 群 ： P ＜ 0 . 0 0 1 ）、 A ’ -
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P t m ’ ( A c r o 群  v s  C Ⅰ ・ Ⅲ 群 ： P < 0 . 0 5 ) 、 A r -
G o（ A c r o 群  v s  C Ⅰ 群 ： P ＜ 0 . 0 0 1 、 A c r o 群  v s  
C Ⅲ 群 ： P ＜ 0 . 0 5 ）、 L 1 - M p （ A c r o 群  v s  C Ⅰ ・
Ⅲ 群 ： P ＜ 0 . 0 0 1 ）、 角 度 計 測 で は N - S - B a（ A c r o
群  v s  C Ⅰ 群 ： P ＜ 0 . 0 5 、 A c r o 群  v s  C Ⅲ 群 ： P
＜ 0 . 0 1 ）、 P P / S N ( A c r o 群  v s  C Ⅰ ・ Ⅲ 群 ：
P < 0 . 0 1 ) 、 は 、 A c r o 群 が C Ⅰ ・ Ⅲ 群 に 比 較 し
て 有 意 に 大 き い 値 を 示 し た 。 角 度 計 測 の
P P / M p ( A c r o 群  v s  C Ⅰ 群 ： P ＜ 0 . 0 5 、 A c r o 群  
v s Ⅲ 群 ： P ＜ 0 . 0 1 ) は A c r o 群 が C Ⅰ ・ Ⅲ 群 に 比
較 し て 有 意 に 小 さ い 値 を 示 し た （ 表 １ 、 ２ ）。  
 
b .  先 端 巨 大 症 群 と C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 群 間 の 比
較 （ 表 １ 、 ２ ）  
A c r o 群 と C Ⅲ 群 と の 比 較 に お い て 、 前 述 の
項 目 に 加 え て 角 度 計 測 の N - S - A r ( P < 0 . 0 5 ) 、
P P / F H ( P < 0 . 0 1 ) 、 L 1 / M p（ P ＜ 0 . 0 0 1 ） は 、 A c r o
群 が 有 意 に 大 き い 値 を 示 し た 。 角 度 計 測 の S -
N - P ( P < 0 . 0 5 ) 、 N - S - G n ( P < 0 . 0 5 ) 、 S - N - B （ P ＜
0 . 0 5 ）、 S N / A B（ P ＜ 0 . 0 ５ ）、 L 1 / F H（ P ＜ 0 . 0 0 1 ）
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は A c r o 群 に お い て C Ⅲ 群 よ り も 有 意 に 小 さ
い 値 を 示 し た 。  
 
c .  R O C 曲 線 検 定 と 診 断 精 度 （ 表 3 ）  
A c r o 群 と C Ⅲ 群 間 で 有 意 差 の み ら れ た 項 目
に つ い て R O C 曲 線 検 定 を 行 っ た 。 A U C は S -
N ： 0 . 7 7 、 N - P P ： 0 . 6 9 、 G o - P P ： 0 . 7 9 、 A ’ - P t m ’ ：
0 . 6 9 、 A r - G o ： 0 . 7 0 、 L 1 - M p ： 0 . 7 9 、 N - S - B a ：
0 . 7 2 、 N - S - A r : 0 . 6 6 、 S - N - P : 0 . 6 7 、 N - S - G n : 0 . 6 7 、
P P / S N : 0 . 7 2 、 P P / F H ： 0 . 7 0 、 S - N - B ： 0 . 7 0 、
S N / A B : 0 . 6 9 、 P P / M P : 0 . 7 2 、 L 1 / F H ： 0 . 7 9 、
L 1 / M p ： 0 . 9 1 で あ っ た （ 表 ３ 、 図 8 ）。 S - N の
カ ッ ト オ フ 値 を 7 0 . 6  m m と す る と 感 度 は 0 . 6 5 、
特 異 度 は 0 . 8 1 、 正 診 率 は 0 . 7 3 で あ っ た 。 N -
P P の カ ッ ト オ フ 値 を 5 9 . 7  m m と す る と 感 度
は 0 . 5 9 、 特 異 度 は 0 . 7 3 、 正 診 率 は 0 . 6 6 で あ
っ た 。 G o - P P の カ ッ ト オ フ 値 を 4 2 . 3  m m と す
る と 感 度 は 0 . 7 3 、 特 異 度 は 0 . 8 4 、 正 診 率 は
0 . 7 8 で あ っ た 。 A ’ - P t m ’ の カ ッ ト オ フ 値 を
5 3 . 5  m m と す る と 感 度 は 0 . 4 6 、特 異 度 は 0 . 8 4 、
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正 診 率 は 0 . 6 5 で あ っ た 。 A r - G o の カ ッ ト オ フ
値 を 6 5 . 3  m m と す る と 感 度 は 0 . 3 8 、 特 異 度 は
0 . 9 7 、 正 診 率 は 0 . 6 8 で あ っ た 。 L 1 - M p の カ ッ
ト オ フ 値 を 4 8 . 2  m m と す る と 感 度 は 0 . 8 1 、 特
異 度 は 0 . 6 5 、 正 診 率 は 0 . 7 2 で あ っ た 。 N - S -
B a の カ ッ ト オ フ 値 を 1 3 8 . 4 ° と す る と 感 度 は
0 . 4 9 、 特 異 度 は 0 . 8 9 、 正 診 率 は 0 . 6 9 で あ っ
た 。 N - S - A r の カ ッ ト オ フ 値 を 1 2 5 . 9 ° と す る
と 感 度 は 0 . 8 1 、 特 異 度 は 0 . 5 1 、 正 診 率 は 0 . 6 6
で あ っ た 。 S - N - P の カ ッ ト オ フ 値 を 8 0 . 1 ° と
す る と 感 度 は 0 . 5 9 、 特 異 度 は 0 . 7 3 、 正 診 率 は
0 . 6 6 で あ っ た 。N - S - G n の カ ッ ト オ フ 値 を 7 9 °
と す る と 感 度 は 0 . 6 2 、 特 異 度 は 0 . 7 3 、 正 診 率
は 0 . 6 8 で あ っ た 。 P P / S N の カ ッ ト オ フ 値 を
1 2 . 7 ° と す る と 感 度 は 0 . 5 4 、 特 異 度 は 0 . 6 2 、
正 診 率 は 0 . 6 9 で あ っ た 。 P P / F H の カ ッ ト オ
フ 値 を 2 . 7 ° と す る と 感 度 は 0 . 6 2 、 特 異 度 は
0 . 7 3 、 正 診 率 は 0 . 6 8 で あ っ た 。 S - N - B の カ ッ
ト オ フ 値 を 7 7 . 4 ° と す る と 感 度 は 0 . 4 1 、 特 異
度 は 0 . 9 5 、 正 診 率 は 0 . 6 8 で あ っ た 。 S N / A B の
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カ ッ ト オ フ 値 を 7 7 . 1 ° と す る と 感 度 は 0 . 5 4 、
特 異 度 は 0 . 5 7 、 正 診 率 は 0 . 7 2 で あ っ た 。
P P / M P の カ ッ ト オ フ 値 を 2 2 . 2 ° と す る と 感 度
は 0 . 5 4 、 特 異 度 は 0 . 6 5 、 正 診 率 は 0 . 6 8 で あ
っ た 。 L 1 / F H の カ ッ ト オ フ 値 を 6 5 . 2 ° と す る
と 感 度 は 0 . 7 8 、 特 異 度 は 0 . 7 0 、 正 診 率 は 0 . 7 4
で あ っ た 。 L 1 / M p の カ ッ ト オ フ 値 を 8 8 . 4 ° と
す る と 感 度 は 0 . 9 4 、 特 異 度 は 0 . 7 8 、 正 診 率 は
0 . 8 6 で あ っ た 。  
 
2 .  頭 蓋 冠 の 骨 厚 さ （ 表 4 ）  
計 測 誤 差 で 最 も 大 き な 値 は 、0 . 7 6 m m で あ っ
た 。  
前 頭 骨 ・ 頭 頂 骨 ・ 後 頭 骨 全 て に お い て A c r o 群
が C Ⅰ ・ Ⅲ 群 に 対 し て 統 計 学 的 有 意 に 大 き な
値 を 示 し た （ P ＜ 0 . 0 0 1 ）。  
3 .  後 頭 骨 突 出 度 、 後 頭 骨 最 肥 厚 部 幅 、 前 頭 洞
計 測 （ 表 4 ）  
計 測 誤 差 で 最 も 大 き な 値 は 、0 . 6 8 m m で あ っ
た 。  
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後 頭 骨 最 肥 厚 部 幅 に お い て A c r o 群 が C Ⅰ ・
Ⅲ 群 に 対 し て 統 計 学 的 に 有 意 に 大 き な 値 を 示
し た （ A c r o 群  v s  C Ⅰ ・ Ⅲ 群 ： P ＜ 0 . 0 1 ）。 C Ⅰ ・
Ⅲ 群 間 で は 統 計 学 的 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。 
  後 頭 骨 突 出 度 、 側 面 セ フ ァ ロ グ ラ ム に お け
る 前 頭 洞 高 さ ・ 前 頭 洞 前 後 径 、 F r o n t a l  S i n u s  
I n d e x は 、 A c r o 群 と C Ⅰ ・ Ⅲ 群 の 間 で 統 計 学
的 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。 こ れ ら の 項 目 に
お い て 、 C Ⅰ ・ Ⅲ 群 間 で も 統 計 学 的 有 意 差 は み
ら れ な か っ た 。  
4 .  ト ル コ 鞍 計 測 （ 表 4 ）  
計 測 誤 差 で 最 も 大 き な 値 は 、0 . 1 8 m m で あ っ
た 。  
下 垂 体 窩 前 縁 か ら 後 床 突 起 の 距 離 、 ト ル コ
鞍 の 深 さ 、 ト ル コ 鞍 の 直 径 に お い て 、 A c r o 群
が C Ⅰ ・ Ⅲ 群 に 対 し て 大 き な 値 を 示 し 、 統 計
学 的 有 意 差 が み ら れ た （ P ＜ 0 . 0 0 1 ）。 こ れ ら の
項 目 に お い て C Ⅰ ・ Ⅲ 群 間 で の 統 計 学 的 有 意
差 は み ら れ な か っ た 。  
前 床 突 起 か ら 後 床 突 起 の 距 離 に お い て 、
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A c r o 群 は C Ⅰ 群 に 対 し て 大 き な 値 を 示 し 統 計
学 的 有 意 差 が み ら れ た ( A c r o 群  v s  C Ⅰ 群 ： P
＜ 0 . 0 1 ) 。 C Ⅰ ・ Ⅲ 群 間 で は 統 計 学 的 有 意 差 は
み ら れ な か っ た 。  
 
【 考 察 】  
 
1 .  顎 顔 面 形 態  
先 端 巨 大 症 患 者 の 頭 蓋 顔 面 骨 の 特 徴 に 関 す
る 側 面 頭 部 エ ッ ク ス 線 規 格 写 真 を 用 い た 過 去
の 報 告 は 、 正 常 咬 合 患 者 と 比 べ た も の で あ る
2 , 6 ） 。 そ の た め 、 骨 格 性 反 対 咬 合 を 呈 す る 患
者 の 側 面 頭 部 エ ッ ク ス 線 規 格 写 真 を み て 、 骨
格 の 異 常 が 先 端 巨 大 症 に よ る も の か 単 な る 骨
格 性 反 対 咬 合 か を 区 別 す る こ と は 極 め て 困 難
で あ る 。 現 状 で は 、 本 疾 患 に 精 通 し た 歯 科 医
師 が 眉 間 の 突 出 、 鼻 や 唇 の 肥 大 と い っ た 特 徴
的 な 顔 貌 か ら 本 疾 患 を 疑 う 場 合 や 、 成 長 期 終
了 以 降 の 不 自 然 な 咬 合 の 変 化 か ら 疑 う こ と が
多 く 、 い ず れ も 主 観 的 な も の で あ る 。 本 研 究
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は 、 矯 正 歯 科 を 受 診 す る 骨 格 性 反 対 咬 合 群 と
先 端 巨 大 症 の 鑑 別 と い う 観 点 か ら 、 コ ン ト ロ
ー ル と し て C l a s s Ⅰ 不 正 咬 合 患 者 と C l a s s Ⅲ
不 正 咬 合 患 者 と の 比 較 検 討 を 行 っ た 。 本 研 究
結 果 で は 、 線 系 項 目 で は 前 頭 蓋 底 長 を 表 す S -
N 、 前 顔 面 高 を 表 す N - P P 、 後 下 顔 面 高 を 表 す
G o - P P 、 上 顎 骨 の 前 後 径 を 表 す A ’ - P t m ’ 、 下 顎
枝 高 を 表 す A r - G o 、下 顎 前 歯 の 挺 出 を 表 す L 1 -
M p が 、角 度 系 項 目 で は 頭 蓋 底 の 広 が り を 表 す
N - S - B a が C Ⅰ ・ Ⅲ 群 と 比 べ て 、 A c r o 群 に お い
て 有 意 に 大 き な 値 を 示 し た 。 先 端 巨 大 症 患 者
の セ フ ァ ロ グ ラ ム の 報 告 と し て は 、 正 常 咬 合
者 と 比 較 し て 顔 面 高 ・ 下 顎 枝 高 ・ 下 顎 総 長 が
増 加 し た と す る 報 告 6 , 1 5 ) が あ る 。本 研 究 で N -
P P ＜ 前 上 顔 面 高 ＞ ・ G o - P P ＜ 後 下 顔 面 高 ＞ ・
A r - G o ＜ 下 顎 枝 高 ＞ が A c r o 群 で 増 大 し て い た
結 果 は 過 去 の 報 告 と 一 致 し て い た 6 , 1 5 ) 。 本 研
究 結 果 に み ら れ た 顎 顔 面 骨 格 の 過 成 長 は 、 長
管 骨 の 成 長 板 の 閉 鎖 後 に 発 症 し た 先 端 巨 大 症
患 者 の 骨 格 的 特 徴 と し て あ げ ら れ る 。 顎 顔 面
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頭 蓋 の 成 長 に つ い て み る と 、 脳 頭 蓋 で は 蝶 後
頭 軟 骨 結 合 、 鼻 上 顎 複 合 体 で は 鼻 中 隔 軟 骨 、
下 顎 骨 で は 下 顎 頭 軟 骨 が 存 在 し 、 い ず れ の 領
域 に お い て も 軟 骨 組 織 に よ る 骨 形 成 に 重 要 な
成 長 の 場 、 い わ ゆ る g r o w t h  s i t e と な っ て い
る 1 6 ) 。そ れ ら の な か で も 下 顎 頭 軟 骨 は 他 の 軟
骨 組 織 と 異 な り 、 成 長 現 象 と 関 節 機 能 と い う
二 つ の 役 割 を 一 つ の 組 織 で 担 い 、 そ の 成 長 様
相 は 顎 顔 面 の 形 態 形 成 の 決 定 、 そ し て 顎 関 節
機 能 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す こ と が 知 ら れ て い
る 1 7 ) 。 下 顎 頭 軟 骨 は 、 発 生 学 的 な 観 点 か ら 、
前 述 し た 頭 蓋 や 長 管 骨 に 存 在 す る 軟 骨 な ど の
一 次 軟 骨 と 比 較 し て 遅 れ て 出 現 す る こ と か ら
二 次 軟 骨 と 呼 ば れ 1 7 , 1 8 ) 、 解 剖 学 的 、 組 織 学 的
構 造 、 増 殖 ・ 分 化 ・ 石 灰 化 過 程 、 メ カ ニ カ ル ・
ス ト レ ス や ホ ル モ ン な ど の 環 境 要 因 に 対 す る
反 応 性 な ど の 点 で 生 物 学 的 特 性 を 有 し て い る 。
先 端 巨 大 症 の 骨 格 的 過 成 長 を 引 き 起 こ す 成 長
因 子 で あ る I G F - I と 下 顎 頭 軟 骨 と の 関 係 に つ
い て は 、ラ ッ ト を 用 い た 過 去 の 研 究 に お い て 、
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I G F - Ⅰ と 結 合 し て 作 用 を 活 性 化 す る I G F  
b i n d i n g  p r o t e i n が 下 顎 頭 軟 骨 に 特 に 多 い こ
と が 明 ら か に さ れ て い る 1 9 , 2 0 ) 。ま た 、D e l l a t e
ら は 、 下 顎 頭 の 軟 骨 細 胞 は 大 腿 骨 頭 の 軟 骨 細
胞 よ り も I G F - Ⅰ に よ る 分 化 増 殖 が 有 意 に 亢
進 し て い た と 報 告 し 、 二 次 軟 骨 で あ る 下 顎 頭
軟 骨 と 大 腿 骨 頭 を は じ め と す る 他 の 一 次 軟 骨
と の 違 い に よ る 可 能 性 が あ る と 考 察 し て い る
2 1 ) 。 当 分 野 で は 先 端 巨 大 症 様 ラ ッ ト モ デ ル
（ 高 I G F - Ⅰ 血 症 ラ ッ ト ） に お い て 、 組 織 学 的
／ 骨 形 態 学 的 に 下 顎 頭 軟 骨 の 増 殖 と 下 顎 頭 の
伸 長 を 確 認 し 、 下 顎 骨 で も 他 の 部 位 に 比 べ て
優 位 に 軟 骨 内 骨 化 に よ る 骨 の 成 長 が 促 進 し て
い る こ と を 報 告 し た 2 2 ) 。こ れ ら の 報 告 か ら 今
回 の 研 究 に お け る A r - G o ＜ 下 顎 枝 高 ＞ の 増 大
は 、 下 顎 頭 の 軟 骨 内 骨 化 に よ り 下 顎 枝 が 延 長
し た 影 響 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 下 垂 体 腺 腫 に
よ る S の 位 置 の 下 降 に よ る N - S - B a 角 の 増 加 、
上 下 顎 骨 の 前 方 偏 位 の 報 告 1 5 ) が あ り 、本 研 究
に お け る A c r o 群 で S - N ＜ 前 頭 蓋 底 長 ＞ 、 N -
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S - B a ＜ 頭 蓋 底 角 ＞ が 増 加 し た 結 果 は こ の 報
告 と 一 致 し て い た 。 し た が っ て 、 先 端 巨 大 症
患 者 は 、 正 常 咬 合 と 下 顎 前 突 患 者 い ず れ と 比
べ て も 前 顔 面 高 お よ び 下 顎 枝 高 が 増 大 し て い
る こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 先 端 巨 大 症
に お い て は 巨 大 舌 に よ る 下 顎 前 歯 の 唇 側 傾 斜
の 報 告 2 3 ) が あ り 、 本 研 究 に お け る A c r o 群 の
L 1 / M P ( I M P A ) の 増 加 は こ の 報 告 と 一 致 し て
い た 。  
 
2 .  先 端 巨 大 症 と C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 の 比 較  
A c r o 群 が C Ⅲ 群 と の 比 較 で 有 意 に 大 き い 値
を 示 し た A ’ - P t m ’ は 上 顎 骨 の 前 後 径 、P P / S N 、
P P / F H は 上 顎 骨 前 方 の 上 下 的 な 広 が り を 表 し
て お り 、下 顎 の 前 突 程 度 を 表 す S - N - B が A c r o
群 に お い て C Ⅲ 群 よ り も 有 意 に 小 さ い 値 を 示
し て い る 。 こ れ ら は 、 A c r o 群 で は C l a s s Ⅲ 不
正 咬 合 と 比 べ て 上 下 顎 前 突 の 傾 向 が 強 く 、 上
顎 骨 の 前 後 径 の 過 長 、 口 蓋 平 面 の 急 傾 斜 が み
ら れ る こ と 示 唆 し て い る 。 A c r o 群 に お い て C
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Ⅲ 群 よ り も 有 意 に 小 さ い 値 を 示 し た S N / A B
は 上 下 顎 骨 の 前 後 的 位 置 を 表 し て お り 、 こ の
値 が C Ⅲ 群 よ り 小 さ い と い う こ と か ら 、 先 端
巨 大 症 患 者 で は A 点 も 前 方 に 移 動 し て い る と
考 え ら れ る 。 L 1 / F H ( F M I A ) と L 1 / M p ( I M P A ) は
下 顎 前 歯 の 傾 斜 度 を 表 す 項 目 で あ り 、 下 顎 前
歯 は A c r o 群 で C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 よ り も 有 意 に
唇 側 へ 傾 斜 し て い た 。 C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 の 症 例
に お い て は 、 機 能 的 な 口 腔 環 境 を 維 持 で き る
よ う に 歯 が 代 償 的 に 位 置 や 姿 勢 を 変 化 さ せ る
デ ン タ ル コ ン ペ ン セ ー シ ョ ン に よ り 、 上 顎 前
歯 の 唇 側 傾 斜 と 下 顎 前 歯 の 舌 側 傾 斜 が 引 き 起
こ さ れ る 2 4 , 2 5 ) 。 本 研 究 の 結 果 か ら 、 A c r o 群
に よ る 下 顎 前 突 症 の 下 顎 前 歯 は C l a s s Ⅲ 不 正
咬 合 と は 反 対 に 唇 側 に 傾 斜 し て い る 事 が 明 ら
か と な っ た 。 先 端 巨 大 症 の 特 徴 の 一 つ と し て
巨 大 舌 の 報 告 が あ り 2 3 ) 、当 分 野 に お け る 先 端
巨 大 症 様 ラ ッ ト モ デ ル で も 舌 2 6 ) と 歯 列 弓 の
変 化 2 7 ) が 確 認 さ れ て い る 。こ れ ら の 報 告 か ら
下 顎 前 歯 の 唇 側 傾 斜 は 先 端 巨 大 症 患 者 の 特 徴
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で あ る 巨 大 舌 の 舌 圧 に よ り 引 き 起 こ さ れ た も
の で あ る と 推 察 さ れ る 。 こ の 下 顎 前 歯 の 下 顎
下 縁 平 面 に 対 す る 唇 側 傾 斜 角 を 表 す
L 1 / M p ( I M P A ) は A U C が 0 . 9 1 と 他 の 計 測 値 よ
り も 高 い 値 を 示 し た 。 カ ッ ト オ フ 値 を 8 8 . 4 °
と す る と 、 A c r o 群 の 感 度 9 4 ％ ・ 特 異 度 7 8 ％
と 、 非 常 に 優 れ た 診 断 精 度 を 示 し 、 下 顎 下 縁
平 面 に 対 す る 下 顎 前 歯 の 唇 側 傾 斜 に 着 目 す る
こ と が 先 端 巨 大 症 と C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 の 鑑 別
に 最 も 有 用 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
 
3 .  頭 蓋 冠 の 骨 厚 さ  
頭 蓋 顔 面 骨 に 異 常 の な い 他 疾 患 の 患 者 の 頭
部 C T を 用 い て 先 端 巨 大 症 患 者 と 頭 蓋 骨 の 厚
さ を 比 較 し た 先 行 研 究 に お い て 、 前 頭 骨 と 後
頭 骨 の 厚 さ が 対 照 群 と 比 較 し て 先 端 巨 大 症 患
者 は 有 意 に 大 き い と 報 告 さ れ て い る 7 ) 。 本 研
究 に お い て も A c r o 群 の 前 頭 骨 ・ 後 頭 骨 の 厚
さ は 、 各 不 正 咬 合 患 者 と 比 較 し て 有 意 に 大 き
い 値 を 示 し た こ と か ら 、 セ フ ァ ロ グ ラ ム を 用
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い て も C T と 同 様 に 先 端 巨 大 症 患 者 の 頭 蓋 骨
の 肥 厚 を 捉 え る こ と が 可 能 で あ る と 考 え ら れ
る 。 医 科 用 C T の 被 曝 量 は 一 般 的 に 6 . 9  m S v 、
セ フ ァ ロ グ ラ ム の 被 曝 量 は 0 . 0 0 3 ～ 0 . 0 0 5  
m S v と さ れ て い る 2 8 ) 。 こ の こ と か ら 、 セ フ ァ
ロ グ ラ ム を 用 い る こ と に よ り C T よ り も 簡 便
か つ 低 線 量 で 先 端 巨 大 症 患 者 の 頭 蓋 骨 厚 さ の
評 価 が 可 能 で あ り 、 頭 蓋 冠 の 骨 厚 さ に 着 目 す
る こ と は 、 先 端 巨 大 症 患 者 と C l a s s Ⅲ 不 正 咬
合 の 鑑 別 に 有 用 と 考 え ら れ た 。  
 
4 .  後 頭 骨 突 出 度 、 後 頭 骨 最 肥 厚 部 幅 、 前 頭 洞
計 測  
後 頭 骨 突 出 度 は A c r o 群 と C Ⅰ ・ Ⅲ 不 正 咬 合
群 と の 間 に 有 意 差 が み ら れ な か っ た が 、 後 頭
骨 最 肥 厚 部 幅 に 有 意 に 大 き な 値 を 示 し た 。 こ
れ ま で 、 先 端 巨 大 症 患 者 で は 外 後 頭 隆 起 が 突
出 す る こ と が 報 告 さ れ て お り 2 9 ) 、  診 断 基 準
に お け る 副 症 候 お よ び 参 考 所 見 の 一 つ と な っ
て い る 3 0 ) 。今 回 の 研 究 に お け る 後 頭 骨 最 肥 厚
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部 幅 が 増 大 し て い た 結 果 は こ の 報 告 と 一 致 し
て い る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 先 行 研 究 に お い
て G H に よ る 付 加 成 長 に よ り S - B a 距 離 が 長
く な る と い う 報 告 が あ る 3 1 ) 。こ の 付 加 成 長 に
よ り B a の 位 置 が 後 下 方 へ 移 動 し 、 B a - L 平 面
も 外 後 頭 隆 起 の 突 出 方 向 へ 移 動 し た た め 後 頭
隆 起 突 出 度 で は 有 意 差 が み ら れ な か っ た と 考
え ら れ る 。  
前 頭 洞 に 関 し て は 、C T を 用 い た 過 去 の 報 告
で 、 先 端 巨 大 症 患 者 は 正 常 咬 合 者 と 比 較 し て
前 後 径 が 増 加 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い る
7 ) 。 今 回 の 計 測 で は 前 後 径 の 他 、 い ず れ の 項
目 に お い て も 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 そ
の 理 由 と し て 、 C T で は 3 次 元 的 に 上 顎 洞 を
精 密 に 計 測 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 セ フ ァ
ロ グ ラ ム で は 上 顎 洞 の 像 が 他 の 構 造 物 の 像 と
重 な り 、 正 確 な 最 前 面 ・ 最 後 面 を 設 定 す る こ
と が で き な か っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  
 
5 .  ト ル コ 鞍 計 測  
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先 端 巨 大 症 で は 下 垂 体 腺 腫 の 増 大 に よ り ト
ル コ 鞍 の 拡 大 が 認 め ら れ 、 下 垂 体 窩 前 縁 ・ 後
床 突 起 間 距 離 、 ト ル コ 鞍 の 直 径 、 ト ル コ 鞍 の
深 さ の 拡 大 が 報 告 さ れ て い る 1 5 ) 。本 研 究 に お
い て は A c r o 群 と C Ⅲ 群 間 で の 前 床 突 起 か ら
後 床 突 起 の 距 離 以 外 の 項 目 に お い て 、 A c r o 群
が 他 の 全 て の 不 正 咬 合 群 に 対 し て 有 意 に 大 き
い 値 を 示 し て い た 。 C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 で は ト ル
コ 鞍 の 前 後 距 離 が 長 く な る と い う 報 告 が あ り
3 2 ) 、 こ れ が 前 床 突 起 か ら 後 床 突 起 ま で の 距 離
が A c r o 群 と C Ⅲ 群 間 で 有 意 差 を 示 さ な か っ
た 理 由 と 考 え ら れ る 。 以 上 か ら 、 セ フ ァ ロ グ
ラ ム に お い て 、 ト ル コ 鞍 の 直 径 や 深 さ の 拡 大
に 注 視 す る こ と は 、 先 端 巨 大 症 患 者 と C l a s s
Ⅲ 不 正 咬 合 患 者 を 鑑 別 す る の に 有 用 で あ る と
考 え ら れ る 。  
 
【 結 論 】  
C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 と 比 較 し た 先 端 巨 大 症 患
者 の 特 徴 と し て 、 上 下 顎 骨 の 突 出 、 上 顎 骨 前
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後 径 の 過 長 や 口 蓋 平 面 の 急 傾 斜 、 下 顎 前 歯 の
唇 側 傾 斜 を 伴 う こ と が 明 ら か と な っ た 。 特 に
下 顎 前 歯 の 唇 側 傾 斜 に 着 目 す る こ と が 先 端 巨
大 症 と C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 の 鑑 別 に 最 も 有 用 で
あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 頭 蓋 冠 の 骨 厚
さ や ト ル コ 鞍 の 形 態 に 着 目 す る こ と も 先 端 巨
大 症 患 者 と C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 の 鑑 別 に 有 用 と
考 え ら れ た 。  
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【 図 説 】  
図 1 :  セ フ ァ ロ グ ラ ム 計 測 点 お よ び 基 準 ・
計 測 平 面 （ a ） 計 測 点 、（ b ） 基 準 平 面
と 計 測 平 面   
図  2 a , 2 b :  顎 顔 面 形 態 の 距 離 計 測 項 目   
図  3 a , 3 b :  顎 顔 面 形 態 の 角 度 計 測 項 目  
図  4 :  頭 蓋 冠 の 骨 厚 さ 計 測 部 位  
 B r e g m a（ B r ）： 冠 状 縫 合 、 L a m b d a（ L ）： ラ
ム ダ 縫 合 。  
図  5  後 頭 骨 ・ 前 頭 洞 の 計 測 項 目  
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 ① 後 頭 骨 突 出 度  
 ② 後 頭 骨 最 肥 厚 部  
 ③ 側 貌 前 頭 洞 高 さ  
 ④ 側 貌 前 頭 洞 前 後 径  
図  6 :  ト ル コ 鞍 の 計 測 項 目   
 ① 下 垂 体 窩 前 縁 か ら 後 床 突 起  
 ② 前 床 突 起 か ら 後 床 突 起  
 ③ ト ル コ 鞍 深 さ  
 ④ ト ル コ 鞍 直 径  
図 7 :  先 端 巨 大 症 群 と C l a s s Ⅰ . Ⅱ . Ⅲ 不 正
咬 合 群 の プ ロ フ ィ ロ グ ラ ム  A c r o
群 ： 先 端 巨 大 症 群 , C Ⅰ 群 ： C l a s s Ⅰ 不
正 咬 合 群 , C Ⅱ 群 ： C l a s s Ⅱ 不 正 咬 合
群 , C Ⅲ 群 ： C l a s s Ⅲ 不 正 咬 合 群  
図 8 :  R O C 曲 線  （ a ） 距 離 計 測 、（ b ） 角 度

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































             表
4
　
頭
蓋
骨
・
前
頭
洞
・
ト
ル
コ
鞍
の
計
測
値
＊
　
P
<
0
.0
5
,　
＊
＊
　
P
<
0
.0
1
,　
＊
＊
＊
P
<
0
.0
0
1
計
測
項
目
A
c
ro
群
(n
=
3
7
)
C
Ⅰ
群
(n
=
3
7
)
C
Ⅲ
群
(n
=
3
7
)
